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一
ぐ
に
じ
郎
グ
血
戸
巨
カ
ヰ
ぺ
刊
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ
る
脳
血
管
性

痴
呆
か
あ
リ
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
血

管

デ

狭

(
な

q
詰
ま
る
脳
梗
塞
や
血

圭

4
2ロ
グ

話

一寸
に
モ
ォ
セ

宇一副

は
最
後
ま
で
聞
き
ま
し
ょ
う
。
話
し

か
け
は
、
肌
に
ふ
れ
な
が
ら
一

U
以

内
で
、
同
じ
自
の
高
き
で
し
て
〈
だ

E
{訟
を
書
く
庁
、
t
よ
し
こ
と
て
す
ー

ま
た
、
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
全
て

か
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う
趣
味
が
あ
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

な
札制削
氾
を
川
う
グ
て
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毎月 1日・ 16日発行
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令
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広報

9月15日の敬老:の日、市内て、最高齢者の臼津イ二一郎さん (102歳 ・上塩尻=写真左)

(=写真右)と毛涯副知事が訪れ、長寿を祝って記念品を贈りました。

臼j撃さんは、県下で6番め、東信では 2番めの長寿で、 102歳とは思えないほど健康でいらっ し

ゃいます。

精神1
精神障害

ごろ患者さ

とのある方

と き・・・10

ところ・・・上

講師一上

内 容・・・困

市民の動き

( 9月1日現イ，:1

(十135) 

(十 60) 

(十 75)

(+ 23) 

116，516人

56，878人

59.638人

36，477世帯

)内は前月比です

総人口

男

女

世 帯 数

2・3ページ

.4・5ページ

..6ページ

...7ページ

.. 8~10ページ

11ページ

12ページ

主な内容

9月定例市議会・・・・・

保育園の入国受付・...........

納税標語入選作品決まる・.....

健康づくり、肥満を考える...

お知らせ・・・・・・・・・-

生鮮魚介の産地直送事業今月から再開
おくやみ............
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ど重点に補正土木・農林な，473}J円

9月5日から20日まで9月定例市議会が、

今回の市議会

「昭和60年度上田市一般会計補正予算案」、「教

育委員会委員の任命について」など20議案が

9月議会で決まった60年度予算

事前 正 子 算; 五百

ー般 会計 14億3，125万4千円

!~別 会計 l億1，792万3千円

予算 客員

ー般 会計 208億4，122万2千円

特別 会計 99te:8，388万6千円

，000万円
凡用備品

385万円

「市民の森スケー卜場条例の制定案」、

16日間の会期で聞かれました。

では、

，513万2千同

，686 fj円
，330万円

，000万円

，055万円
，390万円

審議され、すべて可決・承認されました。

マ
職
員
賞
慰
金
条
例
の
一
部
改
正

国
の
消
防
表
彰
規
程
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
賞
慰
金
の

支
給
基
準
額
を
同
規
程
に
準
じ
て
改

定
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
の
関
係
部

条
例
の
改
正
・
制
定

l特別会計lこは産院事業も含む)

分
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
し
ま
し

た
。

マ
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
条
例
の
制

定恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
利
用
し
た

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
の
体
位
の
向

上
お
よ
び
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
、

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
を
上
田
市
大

字
芳
田
三
七
八

O
番
地
八
五
に
設
置

す
る
の
で
制
定
し
ま
し
た
。

意

主主
t=t 

見

12月のオープンにむけ順調に工事が進む市民の森スケート場

*
国
保
財
政
の
危
機
打
開
に
関
す
る

意
見
書

さ
き
の
医
療
保
険
制
度
の
改
革
に

よ
り
退
職
者
医
療
制
度
の
創
設
を
み

た
が
、
同
時
に
療
養
給
付
費
に
対
す

る
国
庫
負
担
率
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

た
。
し
か
も
、
退
職
者
医
療
制
度
の

加
入
者
数
な
ど
が
政
府
見
込
み
と
大

き
く
違
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
制
度
改

革
に
よ
っ
て
保
険
税
(
料
)
の
負
担

増
を
来
き
な
い
と
の
政
府
の
言
明
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
幅
な
負
担
増
と

な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
国
保

財
政
は
い
ま
や
重
大
な
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。

加
え
て
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
る

医
療
費
拠
出
金
の
負
担
は
、
年
々
国

保
に
重
く
傾
斜
し
、
同
制
度
の
基
本

理
念
と
す
る
負
担
の
公
平
化
に
相
反

す
る
方
向
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
が

国
保
財
政
を
い
っ
そ
う
圧
迫
し
て
い

る
現
状
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
国
保
制

度
の
存
立
さ
え
危
倶
さ
れ
る
深
刻
な

事
態
を
招
き
つ
つ
あ
る
の
で
、
国
保

制
度
の
厳
し
い
現
状
を
十
分
認
識
さ

れ
、
市
大
内
事
項
を
速
や
か
に
実
現
さ

50万円

f，500万円
じ946万2千円
七150万円

い300万円

い500万円

k370力円
507万円

ー，458万円
650万円

円
同
円
円
一
す
ド
日
立
町
下
担
率
の
一
行
政
相
談
所
に

綜

信

一

削
減
の
結
果
生
じ
た
財
政
上
の
マ

a

お
出
か
け
を

A
J
J
4
一

イ

ナ

ス
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
叫



さ
え
危
慎
さ
れ
る
深
刻
な

事
態
を
招
き
つ
つ
あ
る

の
で
、

国
保

制
度
内
厳
し
い
現
状
を
十
分
認
識
さ

れ
、
次
の
事
項
を
速
や
か
に
実
現
き

戸 第 944

*農林水産業費
0転作促進特別対策事業補助金

(神科中部地区)
0浦里南部新農業構造改善事業工事費
o団体営土地改良事業工事費
0団体営ため池等整備事業工事費
0非補助土地改良事業工事費

*商工費
0真 田太平記広域観光連絡協議会負担金

*土木費
0一般市道分工事費
0塩田 4号線改良舗装工事費
0小牧中之条線改良舗装工事費
0神明川原橋拡幅工事費(下郷地籍)
0河川用悪水路改修工事費
0秋和上堀線用地費・工事費
0別所線踏切改良費負担金

*教育費
0史跡公園用地買収費
0 プレハブ教室建設工事費(四中)

*災害復旧費
0農業施設災害復旧工事費 4，650万円
。林業施設災害復旧工事費 1，400万円
。河川災害復旧工事費 2，174万円
。道路橋りょう災害復旧工事費 496万円

一れ

ン入担担、 (コ (→措 イ 削、る
ト 者 の に 老 庫 増 い を本昭 置ナ減 国よ

公つ人負をて昭も年和昭す スの 保う
す按平い保担招は和つ度六和る に 結に強
る分をて健 制 か、六てに十五こ つ 果関〈
こ率実、法度な保十補お年十と い 生す要
とを現制にをい険ー噴い度九 。て じる請
。ーす度よ見よ税年すて分年 、た 国す
0 る 間 る 直 う ( 度 る 国 に 度 次 財庫そ
O たの医す現竺以こ庫つ分 の 政負
パめ真療こ行の降と負ごお よ上空
l 、の費との負に 。担えよ つの ま
セ加負負 。国担つ 金、び にマ ω

主-岨---

2億9，500万円
11意4，946万2千円

3，150万円
1，300万円
1，500万円
5，370万円
2，507万円

5，513万2千円

6，635万9千円

行
政
相
談
所
に

お
出
か
け
を

第 944号ー

|補正予算の主な内容(一般会叫|

1，458万円
650万円

2，686万円
4，330万円
6，000万円
1，055万円
4，390万円

50万円

*民生費
0生活環境整備工事費

(東前山地区、築地地区) 4，000万円
。高齢者福祉センタ一施設整備工事費・施設用備品

購入費(焼き物作業棟、焼きがま ) 385万円

*衛生費
0上田市・真田町 じんかい焼却場

組合負担金

1，473万円

900万円

十
月
十
三
日
か
ら
行
政
相
談
週
間

が
始
ま
り
ま
す
。
週
間
中
に
は
、
各

種
の
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
が
、
特
に

行
政
相
談
所
で
は
、
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
の
仕
事
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
、
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り

ま
す
。

*総務費
o上小地域広域行政事務組合負担金
0上田リサーチノぞーク開発調査委託料

(東山地籍)
0財団法人浅間テクノポリス開発機構

出資金

と き と ) 、， ろ

10月 14日(}]) 午削10時~午後 3時 ユニー上回庖 3階

10月16日かω 午円リ 9時一正午 塩田公民館

" 午後 1時一 4 a寺 川西公民館

10月 17日(村 午円iJ9時一正午 城南 公 民 館

" 午後 1時一 4時 上野が丘公民館

f三えつ一(3)一一一 昭和60年10月1日 広 報

九
月
定
例
市
議
会
で
、
十
月
十
日

一

を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
教
一

育
委
員
・
坂
口
嘉
正
さ
ん
の
後
任
と
一

し
て
、
星
合
義
雄
き
ん
が
、
市
議
会
一

の
同
意
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

九
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委
員

に
津
路
和
子
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同

意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
に

教
育
委
員
に

津
路
和
子
さ
ん

星
合
義
雄
さ
ん

津
路
和
子
さ
ん

(
き
わ
じ
か
ず
こ
、

六
十
一
歳
、
緑
が
丘
一
ー
一

ーl
四

四
・
新
田
)

略

歴

:
・
岩
村
田
町
立
岩
村
田
高
等

女
学
校
卒
業
、
上
田
市
連
合
婦
人

会
副
会
長
、
上
田
市
民
生
児
童
委

員
、
保
護
司
、
上
田
市
公
平
委
員

星
合
義
雄
さ
ん

(ほ
し
あ
い
よ
し
お
、

七
十
歳
、
大
字
住
吉
六
二
八
番
地

七
・
金
井
)

略
歴
:
・
長
野
師
範
学
校
本
科
第
二

部
卒
業
、
上
田
市
立
第
一
中
学
校

長
、
長
野
県
小
学
校
長
会
長
、
上

田
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
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保
富民

間

国

の
入

米
年
四
川
に
入
同
を
4
仰
望
す
る
児

釈
の
入
刷
受
什
を
、
次
の

と
お
り
谷

保
打
倒

(
公
・
私
立
)
で
行
い
ま
す
。

〈
入
国
で
き
る
基
準
〉

保
育
園
に
入
国
で
き
る
児
童
は、

そ
の
家
庭
が
次
の
①
か
ら
⑦
ま
で
の

えつ

園

E 
Jι 

付

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。
母
親
以
外
の
人
が
児
童
の

保
育
が
で
き
る
場
合
は
、
入
国
で
き

ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
労
働
・
:
児
童
の
母
親
が
、

昼
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を
す
る
こ

と
が
普
通
で
、
そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

②
家
庭
内
労
働
:
・
児
童
の
母
親
が
、

畳
間
家
庭
で
児
童
と
離
れ
て
日
常

の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る
こ
と

が
普
通
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合

③
母
親
が
い
な
い
場
A
P
-
-
母
親
が
死

亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
母
親
が
い
な
い
場
合

④
母
親
の
出
産
な
ど
・
・
・
母
親
が
出
産

め
前
後
で
あ

っ
た
り
、
病
気
で
あ

っ
た
り
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
た

め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合

⑤
病
人
看
護
な
ど
・
・
・児
童
の
家
庭
に

長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

害
か
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親

が
い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た

っ
て

い

〆
、
、
司
て
納
付
旧
ん
*
旦

mり
仰
障
害
H
n
N
u
f
K
L
P

な
い
場
合

⑥
家
庭
の
災
圭
一
:
火
災
や
風
水
害
、

地
震
な
ど
の
災
害
が
あ
り
、
家
屋

を
失

つ
だ
り
破
損
し
た
た
め
、
そ

の
復
旧
の
問
、
児
童
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合

⑦
特
殊
な
事
情
で
、
市
長
が
認
め
た

場
合

〈
長
時
間
保
育
〉

長
時
間
保
育
を
実
施
し
て
い
る
保

育
園
は
、
次
ぺ

l
ジ
に
あ
る
表
の
と

お
り
で
す
。

こ
の
場
合
、
別
に
保
育

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。
御
希
望
の
皆

さ
ん
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
障
害
児
保
育
〉

「
入
園
で
き
る
基
準
」
に
該
当
し
、

か
つ
集
団
保
育
が
可
能
で
通
園
で
き

る
場
合
に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
受
入
体
制
を
考
慮
し
ま
す
の
で
、

保
育
課
へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
書
〉

申
請
書
は
、
在
園
児
に
つ
い
て
は

各
保
育
園
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。
新

た
に
入
国
を
希
望
す
る
場
合
は
、
地

区
の
民
生

(児
童
)
委
員
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
方
法
〉

入
国
申
請
書
に
必
要
事
項
を
漏
れ

な
く
御
記
入
の
う
え
、
決
め
ら
れ
た

日
に
希
望
す
る
保
育
園
へ

御
提
出
く

だ
さ
い

。
新
た
に
入
国
を
希
望
す
る

也
吻
ム
ロ
片
品
、
抽
岨

-M」日
u
ヘ
件
主
へ

旧

ι
*是
)
器
内
孔
ロ
員

さ
ん
に
認
印
を
い
た
だ
い
て
く
だ
さ

い
。
在
園
児
に
つ
い
て
は
、
申
請
後

ま
と
め
て
民
生

(児
童
)
委
員
さ
ん

に
認
印
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
個
々

に
認
印
を
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
添
付
書
類
〉

①
家
族
で
収
入
が
あ
る
人
の
六
十
年

分
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
が
、

一
月
末
に
な

L
な
い
と
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
二
月
一
日
か
ら
同

十
日
ま
で
に
保
育
課
へ
御
提
出
く

だ
さ
い
。

②
内
職
や
パ

l
卜
な
ど
で
保
育
で
き

な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に

事
業
所
の
証
明
が
、
病
人
の
看
護

ま
た
は
母
親
が
病
気
の
場
合
は
そ

の
診
断
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で

す
。

③
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な
い

人
は
、
母
子
手
帳
を
お
見
せ
く
だ

さ
い
。

④
母
親
以
外
に
同
居
の
祖
父
母
が
い

る
が
保
育
で
き
な
い
場
合
に
は
、

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
(
診
断
書
な
ど
)
が
必
要
で

す
。

⑤
自
営
業
や
農
業
な
ど
に
よ
り
確
定

申
告
す
る
人
は
、
確
定
申
告
後
、

申
請
書
控
を
二
月
十
七
日
か
ら
三

月
十
七
日
ま
で
に
保
育
園

ヘ
御
提

山
山
/
¥
何

~
bd

い

家
庭
じ
あ
る
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
③

bu【



与耐とfL主H寺/ill 乳児保lf 受付-~I 

f~ fi ( 0必見) 月 日
'::tHH!t IHl I ~li: j，[; 

-u- 日再 民| 実施 実施 11 8 l'後1・11主uイvitp--22-一7665
芙蓉保有国 11 11 8 11 22 1147 
司区ミカエル保育園 11 11 8 1/ 22 1361 

歓 .:_.): 国 11 11 8 1/ 22 1595 

極楽寺保育/li!J 11 11 8 11 22-4064 

西」三保育11(1 11 実施 11 8 11 ! 35 1157 
常国保育園 11 11 11 8 11 22 1520 

秋和保育園 11 11 11 8 1/ 27 8820 

三好町保育園 11 11 11 8 11 25-1160 

あゆみ保育園 11 11 11 8 11 23-0503 

市立園名

東部保育園 実地 実施 11 12 守二!圭l-f1圭14i3i13 22-0682 

南部保育園 11 11 12 11 22 7108 

ヰヒ {呆 育 園 11 12 11 22--3475 

ときわ保育園 11 12 1/ 27-0104 

塩尻保育園 11 12 11 22-3476 

神 川 第一保育園 11 13 11 35-0299 

神 川 第二保育園 11 13 11 35-0349 

国分保育園 11 13 11 ! 27-0105 

神科第一保育園 11 13 11 22-0597 

神科第二保育園 11 13 11 22-0598 

豊殿保育園 11 13 11 22-6802 

梅が丘保育園 11 13 11 35-1171 

城下保育園 実施 11 14 11 22-0887 

川辺保育園 実施 11 14 11 22-5029 

下之条保育園 11 14 11 27-2986 

泉田保育園 11 14 11 22-5163 

塩田中央保育園 実施 実施 11 15 11 38-2512 

東塩田保育園 11 11 15 1/ 38-2552 

西塩田保育園 11 15 11 38-2609 

ふたば保育園 11 15 11 38-2063 

塩田北保育園 11 15 11 38-2636 

塩田西保育園 11 15 1/ 38-2648 

浦里保育園 11 14 11 31-2058 

白銀保育園 11 14 1/ 31-2004 

室 ZT 保育園 実施 11 14 11 31-2142 

小泉保育園 11 14 11 24-7356 

市役所保育課 tき'::抱な1不かfっmJでた受人付のみで 11 29 qτj'FF Jf9圭11寺511寺

保育園入国受付日程表

だえつ一ー(5)一一一 昭和60年10fJ 1日 広 報

御
寄
付
お
礼

次
の
万
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
小
松
文
子
棟

(大
手
二
・
大
手
町
)

ぷ
悔
泣
け
十
丘
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
り
五

栂
報
思
寮
へ

マ
金
子
蔦
正
様

(赤

坂

)

図

書

三

冊
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
上
原
良
一

一様

(常
磐
城
四
・生
塚
)

掛
時
計

一
個
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ

マ
上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

百

木
(
あ
じ
さ
い
)
六
十
本
上
回
公

園
内
の
植
樹
用
に

マ
長
野
大
学
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
会
棟
、

マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
神
畑
庖
様

二
万
二

害
が
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親

が
い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て

い
て
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き

交
通
災
害
遺
児
福
祉

百
四
十
三
円

の
た
め
に

マ

片

桐

哲

棟

(
上
沢
)
自
転
車

一
台
、
ガ
ス
ム
ロ
一
台
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ

マ
洞
口
泰
雄
樟

(
千
曲
町
)
図
書

七
冊

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ

マ
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
上
田
電

報
電
話
局
棟

四
十
万
円
創
造
館

の
植
樹
用
樹
木
購
入
費
と
し
て

日
に
希
望
す
る
保
育
園
へ
御
提
出
く

だ
さ
い

。
新
た
に
入
国
を
希
望
す
る

場
合
は
、
地
区
民
生
へ
児
童
)
委
員

マ
株
式
会
社

N
H
K
プ
ロ
モ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
様

十
万
円
創
造
館
の
植

樹
用
樹
木
購
入
費
と
し
て

マ
ど
う
ひ
ら
棟
、
ゆ
た
か
や
樟

二

十
五
万
十
一
円
社
会
福
祉
基
金
の

積
立
金
と
し
て

マ
長
野
県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組

合
上
小
支
部
機

六
万
三
千
円
社

会
福
祉
基
金
の
柏
立
金
と
し
て

申
る
人
は
、
確
定
申
告
後
、

申
請
書
時
を
二
月
十
七
日
か
ら
三

月
十
七
日
ま
で
に
保
育
園
へ
淘
慢

出
(
だ
き
い

。

※在園児、新入園児とも同じ日に受付をします。

家
庭
に
あ
る
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
③

防

虫

剤

各
家
庭
で
衣
類
の
保
管
に
用
い
ら

れ
て
い
る
防
虫
剤
は
、
ナ
フ
タ
リ
ン
、

樟
脳
、
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の

三
種
類
で
す
。
こ
の
う
ち
最
も
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
パ
ラ
ジ
ク

ロ
ル
ベ

ン
ゼ
ン
は
、

比
較
的
毒
性
が
弱
く
、

大
量
に
食
べ
れ
ば
別
で
す
が
二
分
の

一
個
ぐ
ら
い
な
ら
治
療
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ナ
フ
タ
リ
ン

と
樟
脳
は
毒
性
が
強
く
、
十
分
の
一

個
で
も
死
亡
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

誤
っ
て
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合

は
、
す
み
や
か
に
吐
か
せ
て
医
師
に

み
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
脂
溶
性
で
、
誤
飲
時
に
牛
乳
を

飲
ま
せ
た
り
下
剤
に
と
ヒ
マ
シ
油
を

使
う
こ
と
は
禁
物
で
す
。

五
月
と
十
月
の
衣
類
の
入
れ
替
、
ぇ

時
期
に
、
防
虫
剤
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
誤
っ
て
食
べ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
は
、
商
品
名
や
成
分

を
確
か
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今、

お
宅
で
お
使
い
の
防
虫
剤
を
、
あ
ら

か
じ
め
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
「
化
粧
品
」
で
す
。

(
資
料
提
供

l
上
田
薬
剤
師
会
宮
⑫

6
6
5
5
)
 



納
税
標
語
入
選
作
品
決
ま
る

だ 昭和l印刷OH1 H一一一(6)ー

上
回
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所
、

上
田
市
で
は
、
税
金
の
意
義
を
理
解

し
知
成
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
中
宇
三
年
生
を
対
象
に
納
税
標

語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ、

千
三
百
二

卜
八
点
に
の
ぼ
る
多
数
の
作
品
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
少
年
少
女
の
純
真
な

心
が
表
現
さ
れ
た
力
作
で
、
慎
重
に

審
食
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
入
選

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
入
選
さ
れ

た
生
徒
に
は
、

学
校
を
通
じ
て
賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

えつ広報

O
良
い
暮
ら
し
税
金
納
め
て
第
一
歩

山
越
礼
子
さ
ん

O
税
金
に
た
く
す
み
ん
な
の
夢
願
い

若
林
き
ゅ
り
き
ん

O
税
金
を
正
し
く
納
め
て
明
る
い
社

会

布

施

節

子

き

ん

O
税
金
は
暮
ら
し
の
中
に
生
き
て
い

る

遠

藤

由

多

可

さ

ん

O
税
金
を
納
め
て
明
る
い
国
づ
く
り

赤

堀

賢

一

き

ん

O
税
金
を
納
め
て
明
る
い
国
づ
く
り

和

田

仁

さ

ん

O
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
楽
し
い

環
境
浄
化
運
動

シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク
が
決
定

璽

R
F
r 市

で
は
、
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化

槽
の
汚
泥
収
集
開
始
に
併
わ
せ
、
広

報
で
環
境
浄
化
運
動
シ

ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
十
七
点
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
品
の

審
査
は
、
市
助
役
、
連
合
自
治
会
長
、

テ
、サ
イ
ン
関
係
に
よ
る
審
査
委
員
会

が
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
入
選

暮

ら

し

小

林

亜

紀

子

さ

ん

O
税
金
を
正
し
く
納
め
て
楽
し
い
暮

ら

し

小

出

き

お

り

さ

ん

(以
上
第

一
中
)

O
さ
さ
え
ま
す
日
本
の
明
日
を
税
金

が

簾

田

郁

子

き

ん

O
納
税
で
豊
か
な
心
と
豊
か
な
暮
ら

し

吉

崎

郁

恵

き

ん

O
税
金
で
明
る
い
社
会
明
る
い
未
来

小

林

卓

こ

さ

ん

O
税
金
で
楽
し
く
平
和
な
明
る
い
社

会

馬

場

武

親

さ

ん

O
税
金
が
守
る
み
ん
な
の
幸
せ
を

青
木
繁
雄
き
ん
の
御
覧
の
作
品
に
決

定
し
ま
し
た
。

青
木
さ
ん
の
作
品
は
、
山
、
川
、

大
気
な
ど
の
自
然
の
循
環
に
よ
る
環

境
浄
化
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
で
、

現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
る
上
田
市
の

環
境
浄
化
運
動
の
目
的
に
マ

ッ
チ
し

た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
こ
の

シ
ン

ボ
ル
マ

l
ク

を
家
庭
雑
排
水
汚
泥
収
集
を
申
し
込

ま
れ
た
家
庭
の
戸
口
に
貼

っ
て
も
ら

い
、
収
集
率
を
高
め
る
運
動
を
行
っ

て
肥
満
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
標
準
体
重
を
知
り

こ
れ
か
ら
計
算
し
ま
す
。
標
準
体
重

龍
野
美
奈
子
さ
ん

(
以
上
第
二
中
)

O
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
住
み
よ

い

社

会

青

木

弘

江

き

ん

O
生
き
て
ま
す
住
み
よ
い
郷
土
に
あ

な
た
の
税
金
竹
重
知
美
さ
ん

O
そ
の
税
金
み
ん
な
の
社
会
で
生
き

て

い

る

堀

内

州

美

さ

ん

O
納
税
で
明
る
い
わ
が
町
わ
が
暮
ら

し

松

岡

み

ゆ

き

さ

ん

O
税
金
を
納
め
て
笑
顔
な
街
づ
く
り

山
浦
博
子
さ
ん

O
税
金
を
正
し
く
納
め
て
明
る
い
社

会

肥

田

友

美

さ

ん

O
税
金
を
正
し
く
納
め
て
明
る
い
社

会

関

佳

代

子

さ

ん
(
以
上
第
三
中
)

O
脱
税
を
許
さ
ず
認
め
ず
見
逃
き
ず

堀

内

鉄

也

さ

ん

O
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
豊
か
な

心

上

原

美

由

紀

さ

ん

O
税
金
は
住
み
よ
い
明
日
を
つ
く
り

だ

す

嶋

崎

好

さ

ん

O
税
金
を
納
め
て
豊
か
な
国
づ
く
り

北

村

盛

道

さ

ん

O
税
金
で
つ
く

っ
た
あ
の
橋
あ
の
道

路

山

辺

隆

久

さ

ん
(
以
上
第
四
中
)

O
納
税

の
義
務
を
果
た
し
て
明
る
い

笑

顔

堀

内

文

子

さ

ん

O
納
税
で
つ
(
ろ
、
7
築
こ
、7
住
み
よ

牛おに
乳さ 甘

え い

卵 て;果
な.占 物
ど現 に
の月;気
良子;を
質ふつ
め肉 け
蛋tやる
白魚、)
質、を

O
税
金
で
築
く
郷
土
の
街
づ
く
り

関

知

子

さ

ん

O
納
税
で
住
み
よ
い
明
る
い
わ
が
郷

土

清

水

圭

良

子

き

ん

O
納
税
が
生
か
さ
れ
て
い
る
わ
が
郷

土

望

月

由

美

き

ん
(
以
上
第
五
中
)

O
納
税
で
明
る
い
社
会
と
国
づ
く
り

竜
野
真
由
美
さ
ん

O
税
金
は
社
会
を
支
え
る
大
き
な
力

石
合
郁
恵
さ
ん

O
納
税
で
み
ん
な
が
築
く
明
る
い
郷

土

阿

部

彩

さ

ん

O
税
金
を
正
し
く
納
め
て
楽
し
い
暮

ら

し

今

井

し

の

ぶ

さ

ん

O
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
て
明
る
い

社

会

長

谷

川

純

一

さ

ん

O
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
て
明
る
い

社

会

佐

藤

陽

子

さ

ん

(
以
上
塩
田
中
)

O
税
金
で
明
る
く
豊
か
な
国
づ
く
り

宮
下
紀
美
子
さ
ん

O
税
金
を
納
め
て
築
こ
う
明
る
い
杜

会

清

水

隆

さ

ん

O
税
金
で
築
く
僕
ら
の
豊
か
な
暮
ら

し

内

山

正

彦

さ

ん

O
納
税
で
住
み
よ
い
あ
な
た
の
ま
ち

づ

く

り

宮

崎

理

恵

き

ん

O
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
楽
し
い

暮
ら
し

鈴
木
三
佼
r
ず
さ
ん

へ
判
以

L
よ
川川
1

席
問
出

T
)
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号司持
い
夏
も
や

っ
と
過
ぎ
、
一
年
中

で

一
番
過
ご
し
ゃ
す
い
気
候
の
秋
と

な
り
ま
し
た
。

秋
は
、
「
食
欲
の
秋
」
「
味
覚
の
秋
」

と
背
か
ら
い
わ
れ
、
り
ん
ご
、
梨
、

ふ
ど
う
、
柿
な
ど
自
然
の
恵
み
も
豊

か
で
す
。
で
も
、
肥
満
傾
向
の
人
に

は
、
悩
み
の
季
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
は
肥
満
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

だえつー (7)一一一昭和60年10月1日 広 報

肥
満
は
成
人
病
に

か
か
り
ゃ
す
い

太
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
い

つ
も
余
分
な
荷
物
を
背
負

っ
て
い
る 大切にし

はがア
、行ザ

市いイ
内ま /
中し 関
央た 係
西 。に

こそ よ
〈の る
下結 審
謝果 食
屋、 委

町入 員
d 選 会

こ
と
と
同
じ
で
、
心
臓
を
は
じ
め
各

臓
器
に
負
担
を
か
け
、
い
ろ
い
ろ
な

成
人
病
を
起
こ
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
、

高
血
圧
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
肝
硬

変
な
ど
に
か
か
る
率
も
、
ま
た
死
亡

率
も
高
い
の
で
す
。

肥
満
の
原
因
は

食
べ
過
ぎ
と
運
動
不
足

で
は
、
肥
満
の
原
困
は
、
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
太
る
と
い
う

こ
と
は
、
体
に
取
り
入
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
よ
り
使

っ
た
干
不
ル
ギ
ー
が
少

な
く
、
余

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪

と
し
て
響
、
手
り
れ
た
状
態
を
い
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
太
る
大
き
な
原
因

は
、
食
べ
過
ぎ
と
運
動
不
足
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

肥
満
度
は

+
一
川
%
が
正
常

太
り
過
ぎ
か
ど
う
か
の
目
安
と
し

てい ま
い、 れ

(収 た
こ集 家
t率 庭
にを の
し高 戸
てめ口
いるに
ま運貼は
す動 つ
。を て

行 も
つ ら

た
し
て
明
る
い

笑
顔

堀

内

文

子

さ

ん

O
納
税
で
つ
く
ろ
う
築
こ
う
住
み
よ

い
蹴
岬

+l-

品

体

八

ム

和

山

々

ぜ

/

九

て
肥
満
度
と
い、
7
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
際
準
体
重
を
知
り

こ
れ
か
ら
計
昨
し
ま
す
。
標
準
体
重

と
は
、
そ
の
人
の
身
長
に
A
n
う
望
ま

し
い
体
重
の
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

一
例
を
あ

げ
ま
す
。
標
準
体
重
は
、
身
長
か
ら

百
を
引
い
た
数
に

0
・
九
を
掛
け
ま

す
。
そ
し
て
肥
満
度
は
、
自
分
の
体

重
か
ら
標
準
体
重
を
引
い
た
数
を
標

準
体
重
で
割
り
百
を
掛
け
て
求
め
ま

す
。こ

れ
が
、
マ
イ
ナ
ス
一

O
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
プ
ラ
ス
一

O
パ
ー
セ
ン
ト

な
ら
正
常
、
プ
ラ
ス
一

O
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
な
ら
肥
満

傾
向
で
食
事
の
注
意
が
必
要
、
プ
ラ

ス
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
な
ら
肥
満

と
な
り
減
量
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
せ
ら
ず
食
事
療
法
と

適
度
の
運
動
を

太
り
過
ぎ
を
簡
単
に
治
す
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
せ
ら
ず
忍
耐
強
く

食
事
療
法
と
適
度
の
運
動
を
す
る
こ

と
で
す
。

体
重
の
減
量
は
、
一

週
間
に
五
百

グ
ラ
ム
く
ら
い
、

一
か
月
に
二
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
目
安
と
し
、
食
事
に
つ
い

て
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
食
事
の
基
本
は
、
殻
煩
、
糖
類
(特

に
甘
い
果
物
に
気
を
つ
け
る

)
を

お
さ
え
て
、
油
の
少
な
い
肉
や
魚、

牛
乳
、
卵
な
ど
の
良
質
の
蛋
白
質

を
多
め
に
し
ま
す
。

O
野
菜、

海
藻
な
ど
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
を
十
分
に
取
り
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

O
一
日
三
食
を
き
ち
ん
と
取
り
ま
し

ト
品
、
『
ノ

。

O
塩
味
や
甘
味
を
ひ
か
え
、
薄
味
に

し
ま
し
ょ
う
。

。
食
事
は
、
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
か
ん

で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

次
に
運
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
四

十
歳
以
上
の
人
は
、
急
に
激
し
い
運

動
を
す
る
の
は
危
険
で
す
。
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
は
、
医
師
に

相
談
し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
ふ

だ
ん
の
生
活
で
は
、
家
事
な
ど
の
動

作
を
な
る
べ
く
機
敏
に
し
、
こ
ま
め

に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

車
や
自
転
車
は
避
け
、
な
る
べ
く
歩

く
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
サ

ッ
サ
と
歩

く
こ
と
を
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
は
、
子
供
の
肥
満
は
大

人
の
肥
満
に
通
じ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
子
供
の
う
ち
か
ら
食
べ

過
ぎ
や
食
塩
の
取
り
過
ぎ
の
な
い
よ

う
、
ま
た
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
て
あ
げ
、
肥
満
予
防
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

O
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
楽
し
い

暮

ら

し

鈴

木

三

枝

子

さ

ん

へ
N
M
L・4
川
叶
指
町
市
T
}

肥
満
を
考
え
る

特
別
弔
慰
金
の

請
求
手
続
き
開
始

戦
後
四
十
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没

者
の
遺
族
の
方
に
、
固
か
ら
「
特
別

弔
慰
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
・
:
満
州
事
変
開
始
(
昭
和
六

年
九
月
十
八
日
)
以
降
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
以
内
の
遺
族
で
、

今
年
の
四
月
一
日
現
在
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取

っ
て
い
な
い
一
定
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人

請
求
方
法
・・・
請
求
に
必
要
な
書
類
は
、

遺
族
会
各
支
部
長
さ
ん
に
お
渡
し

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

支
部
長
さ
ん
か
ら
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
用
紙
は
、

今
後
二
回
に
分
け
て
固
か
ら
送
付

さ
れ
て
き
ま
す
。
今
回
の
請
求
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
、
病
弱
者
の

皆
さ
ん
を
優
先
し
て
受
け
付
け
ま

す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
:
・
社
会
課
高
齢
者
婦

人
係
官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
固
め
「
広

報
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

シ
l
卜
ベ
ル
ト

い
つ
も
乗
る
た
び

乗
せ
る
た
ぴ
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総
務
課
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
2
2

有
線
②

0
6
1
5

市
で
は
、

一
般
事
務
補
助
と
し
て

の
パ

l
ト
職
員
と
保
育
閣
の
臨
時
保

母
を
募
集
し
ま
す
。
御
希
望
め
方
は
、

履
歴
書
を
御
持
参
の
う
え
、
市
役
所

三
階
総
務
課
職
員
係
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
順
に
登
録
し
、
必

要
に
応
じ
て
雇
用
し
ま
す
。

〈
勤
務
条
件
〉

マ
一
般
事
務
パ
ー
ト

「
勧
刊
紙
切
崎
町
附
問

1
月
曜
日
か
ら
金
曜

_ W， 944号

交
通
災
害
共
済
に

多
今回の中国残留日本人孤児の肉親捜しで、

綜淑良さんが、仁古田の積山康治さんの妹

けさ子さん (43=写真〉とわかり、 40年ぶ

りに祖国の土を踏みましだ。 9月13目、横

山さんは求野市長を表電波訪問し、帰国の報

告をしまし疋。

日
ま
で
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時

O
賃
金
H
H
日
額
三
千
二
百
八
十
円

マ
臨
時
保
母

O
勤
務
時
間
・
:
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
、
土
曜
日
は

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

零
時
三
十
分

O
賃
金

1
日
額
四
千
三
百
円

〈
雇
用
要
件
〉

マ
年
齢
五
十
歳
未
満
の
人
と
し
ま
す
。

マ
臨
時
保
母
に
つ
い
て
は
、
保
母
の

資
格
を
有
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

刷
刷
所
川
凶
地
庁
防
】

mw
帥
陛
世
間
相
同
制
叫
欣
同
um

、
鉱
山
百
円

正
に
よ
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
動
車
を

運
転
す
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

第
三
月
曜
日
の
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
同
三
時
三
十
分
ま
で
別
所
公
民
館

で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

の
別
所
公
民
館
の
建
て
替
え
に
伴
い
、

当
分
の
問
、
会
場
を
塩
田
農
協
別
所

支
所
の
二
階
に
変
更
し
ま
す
。

住
宅
建
設
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

管
理
課
住
宅
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
住
宅
を
新

築
ま
た
は
増
改
築
す
る
皆
さ
ん
に
、

建
設
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者

(
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
人
)

①
市
内
に
自
分
の
住
む
住
宅
を
新
築

ま
た
は
増
改
築
を
す
る
人

②
す
で
に
建
設
に
必
要
な
敷
地
の
あ

る
人
、
ま
た
は
土
地
と
新
築
住
宅

を
同
時
に
購
入
す
る
人

③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

④
前
年
分
所
得
が
四
百
五
十
万
円
以

下
の
人
(
給
与
所
得
者
の
場
合
は

総
収
入
が
六
百
二
十
一
万
六
千
六

百
六
十
五
円
以
下
)
※
前
年
分
所

得
と
は
、
前
年
分
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

邸
借
入
金
〈
八
ム
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

返
し

〈
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
紹
介
と
部
員

を
含
む
)
の
年
間
返
済
元
利
合
計

額
が
、
前
年
分
所
得
(
将
来
と
も

同
居
す
る
家
族
の
収
入
を
含
む
)

の
二
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
あ
る

こ
と
。

申
込
期
間
:
・
十
月
十
一
日
倒
か
ら
同

二
十
五
日

ω

貸
付
金
額
・
:
五
十
万
円
以
上
二
百
万

円
以
下

貸
付
戸
数
・
・
・
四
戸
分

貸
付
利
率
:
・
年
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

返
済
期
間
:
十
五
年
以
内

返
済
方
法
・
:
元
利
均
等
毎
月
払
い

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
管
理
課

住
宅
係

届
け
出
は
お
早
め

取
り
壊
し
家
屋
の

資
産
税
課
家
屋
評
価
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
7

有
線
②

0
6
8
1

六
十
年
一
月
一
日
以
降
に
家
屋
の

新
・
増
築
に
よ
り
、
古
い
家
屋
(
住

宅
、
付
属
家
、
倉
庫
、
車
庫
、
物
置

な
ど
)
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
ま
ま
未
届
け
に
な
っ
て
い
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
家
屋
の
抹

消
ま
た
は
滅
失
な
ど
の
登
記
申
請
を

法
務
局
に
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
六
十
一

年
度
も
固
定
資
産
税
が
そ
の
ま
ま
課

税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
滅
失
、

取
り
壊
し
が
あ
っ
た
と
き
は
、
今
年

の
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
法
務
局

へ
「
滅
失
登
記
」
を
す
る
か
、
も
し

く
は
「
取
り
壊
し
届
書
」
を
市
役
所

資
産
税
課
か
市
役
所
各
支
所
へ
お
届

け
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
取
り
壊
し
届
書
」
は
、
資
産
税
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

誘
い
⑥

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
⑧
2
6
2
9

今
回
は
、
「
養
護
老
人
ホ

l
ム
報
思

寮
」
で
障
チ
張
り
を
し
ま
す
。

と

き

:
・
十
月
二
十
三
日
附
午
前
卜

時
か
ら
午
後
三
時

集

合

:
・
福
祉
会
館
へ
午
前
九
時
間

十
分
ま
で
に
御
集
合
く
だ
さ
い
。

昼
食
代
・
:
三
百
円
ぐ
ら
い

締
め
切
り
・
:
卜
月
十
八
日

ωま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
に
'
仰
淳
一

扶
町
(
だ
さ
い

入
場
料
:
大
人
五
百
円

(
前
売
り
四

百
円
)
、
中
学
生
以
下
回
百
円
(
前

売
り
三
百
円
)
※
前
売
リ
券
は
、



ー部

マ
一
般
事
務
パ

l
ト

C
勤
務
時
間
M
F

月
曜
日
か
ら
金
曜

交
通
災
害
共
済
に

御
加
入
を

市
民
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
7

有
線
②

0
7
0
1

だ

円
動
車
、
バ
イ
ク
の
増
加
で
交
通

事
故
が
多
い
昨
今
。
わ
す
か
三
百
円

の
掛
令
で
七
十
万
円
ま
で
の
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
る
交
通
災
害
共
済
に
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
一
人
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
御
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
上
田
に

転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
御
加

入
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
市
役
所

の
市
民
謀
窓
U
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。き

て
、
今
年
度
、
交
通
災
害
共
済

に
は
、
十
万
三
千
四
百
四
十
人
(
総

人
口
の
八
九

パ
ー
セ
ン
ト
、
八
月
末

現
化
)
の
御
加
入
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
事
故
の
申
請
も
二
百

七
十
件
を
越
え
て
い
ま
す
。
特
に
、

二
輪ぃ
山ド
の
事
故
が
多
く
な

っ
て

い
る

よ
う
で
す
。
二
輪
車
は
体
を
保
護
す

る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
事
故

即
け
が
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

九
月
一
日
か
ら
道
路
交
通
法
の
改

えつー (9)一一一 昭和60年10月1日 広報

別
所
地
区
の
健
康
相
談
は
、
毎
月

正
に
よ
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
動
車
を

逆
転
す
る
と
き
は
ン
|
ト
ベ
ル
ト
を

う
け
、
ハ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
へ
ル

メ
y

ト
を
か
ぶ
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

勉
作
必
綴
F
J
J
嘗
R

事
S
E
2
5
2
y
a
E

ー
長
野
マ
ン
ド
リ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ー

定

期

演

奏

会

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

長
野
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
は
、
次
の
と
お
り
「
第
九
固
定
期

演
奏
会
」
を
聞
き
ま
す
。
上
田
勤
労

青
少
年
ホ

l
ム
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
(
長
野
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

上
田
支
部
)
も
参
加
し
ま
す
の
で
、

大
勢
の
皆
さ
ん
御
来
場
く
だ
さ
い
。

と

き

:
十
月
二
十
七
日
刊
午
後
一

時
三
十
分
間
場
、
同
二
時
開
演

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
・
・
・
五
百
円

曲

目
マ
第
一

部

1
マ
ン
ド
リ
ン

・
オ
リ
ジ

ナ
ル

(
セ
レ
ナ

l
タ

・
ガ
ラ
ン

テ
ほ
か

)

マ
第
二
部
H
H
世
界
の
音
楽
(
美
し
き

青
き
ド
ナ
ウ
ほ
か
)

マ
第
三
部

l
音
楽
童
話
(
つ
る
の
思

要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

⑤
借
入
金
(
公
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

返
し

〈
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
紹
介
と
部
員

募
集
〉マ

ン
ト
リ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五

十
一
年
に
結
成
さ
れ
、
毎
年
、
定
期

演
奏
会
を
聞
い
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
は
年
齢
も
職
業
も
い
ろ
い
ろ
で
す

が
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
が
で
き
る
よ

う
、
み
ん
な
心
を
一
つ
に
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
合
奏
の

す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

カ
毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
か
ら
、
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ー
上
田
市
民
吹
奏
楽
団

l

定

期

演

奏

会

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

上
田
市
民
吹
奏
楽
団
で
は
、
全
国

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
大
会
出
場

を
記
念
し
て
、
第
九
固
定
期
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

き

:
・
十
月
二
十
日
川
午
後
二
時

開
演

と
こ
ろ
:
上
田
市
民
会
館

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
家
屋
内
抹

消
ま
た
は
滅
失
な
ど
の
登
記
申
請
を

入
場
料

・
大
人
五
百
円
(
前
売
り
四

百
円
)、

中
学
生
以
下
回
百
円
(
前

売
り
三
百
円
)
※
前
売
り
券
は
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
あ
り
ま
す
。

曲
目
:
・
シ
ン
ホ

ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
の

た
め
の
序
曲
、
軽
騎
兵
序
曲
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休
日
、
松
田

聖
子
ヒ
ッ
ト
メ
ロ
デ
ィ
ー
ほ
か

寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
0

九
月
九
日
、
三
固
め
の
「
寝
た
き

絡ボ;
〈ラ『
，、
人、- ~〆

きテ
L、イ

ア
コ

ナ
I ( 

御-
;~ ， 

家族そろって大掃除
10月は秋の大掃除月間

秋の大掃除の実施時

期は、 10月い っぱいで

す 。家族みんなで大掃

除を行い、病害虫の発

生源をな くして、清潔

で住みよい生活環境を

築きましょっ 。

「寝たきり老人をかかえる家族の会」で行われた調理実習

り
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
寝
た
き
り
老
人
の

た
め
の
栄
養
と
食
事
」
を
テ
ー
マ
に
、

花
か
つ
お
チ
ー
ズ
ご
は
ん
な
ど
手
軽

で
お
い
し
い
老
人
食
を
調
理
実
習
し

ま
し
た
。

さ
て
、
第
四
固
め
を
次
の
と
お
り

聞
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
を
し
て
な

い
皆
さ
ん
も
都
合
を
つ
け
て
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

:
・十
一
月
二
十
六
日

ω午
後

一
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ
:
・上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市

役
所
南
庁
舎
二
階
)

内

容

:
・
「
介
護
者
の
方
の
健
康
に

つ
い
て
」
(
血
圧
測
定
、
医
師
の
話

な
ど
が
あ
り
ま
す
)
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犬
の
登
録
・
注
射
は

お
済
み
で
す
か

生
活
環
境
標
環
境
指
導
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
2

上
回
保
健
所
食
品
衛
生
課

合
(⑮

1
2
6
0
内
線

2
4
0

今
年
の
春
か
ら
、
狂
犬
病
予
防
注

射
が
年

一
回
と
な
り
四
月
に
実
施
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
年
一
回
実
施
の

初
年
度
で
あ
る
た
め
、
未
登
録
、
未

えつ広報

注
射
の
飼
育
犬
や
今
年
生
後
九
十
一

日
以
上
に
な
る
飼
育
犬

(
九
十

一
日

以
上
の
飼
育
犬
は
登
録
注
射
の
対
象
)

が
、
相
当
数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り
追
加
実

施
し
ま
す
。

申
込
書
は
各
会
場
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
御
持
参
の
う

え
最
寄
り
の
会
場
へ
飼
い
犬
を
お
連

れ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
犬
:
・
生
後
九
十
一
日
以

上
の
飼
育
犬
、
未
登
録

・
未
注
射

の
飼
育
犬

手
数
料
:
・
登
録
料
金
一
頭
に
つ
き
二

千
百
円
、
注
射
料
金
一
頭
に
つ
き

二
千
七
百
円

個
別
訪
問
注
射
・・・
御
希
望
に
よ
り
個

別
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
料
金
は
一

頭
に
つ
き
千
五
百
円
で
す
。

〈
飼
い
主
が
守
る
条
件
と
マ
ナ

l
v

o
一
年
に
一
回
の
登
録
と
注
射
が
義

務
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

O
毎
日
朝
夕
二
回
の
散
歩
を
さ
せ
、

フ
ン
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と
し
ま

l
)
よ、つ
。

毛
糸
機
械
編
の

受
講
者
を
募
集

働
く
婦
人
の
家

宮
⑧
2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
婦
人
就

業
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、

次
の
と
お
り
毛
糸
機
械
編
め
技
術
講

習
会
を
聞
き
ま
す
。
受
講
を
御
希
望

の
皆
さ
ん
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。
編

機
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

対
象
者
:
・市
内
に
お
住
ま
い
の
婦
人

で
初
心
者
に
限
り
ま
す
。

定

員

・
:
十
五
名
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
)

募
集
開
始
・
・
十
月
七
日
川
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
(
休
館
日
は
水
曜
日
)

柄。A
亀
倉
働
側
齢

n
・
ー"E州

側
悦
W

H

a

〔
れ
!
~
N
k
l
!レ
U
M川
制
叫
川
総
四
円

uu

を御家庭

どうぞ皆さ

ま消費者、 小

地直送事業

司号)、有線放

3月、2月、

実
費
)

講
習
期
間
・
:
十
月
二
十
四
日
附
か
ら

休
館
目
、
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除

く
二
十
一

日
間
。
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時

講
習
内
容
:
・
針
さ
し
、
ベ
ス
ト
、
セ

ー
タ
ー
、
ス
カ
ー
ト
な
ど

ー
大
学
化
学
公
開
講
座
H

「
人
工
臓
器
は

こ
こ
ま
で
き
て
い
る
」
臨

信
州
大
学
繊
維
学
部

機
能
高
分
子
学
科

宮
⑫
1
2
1
5
内
線

4
5
8

日
本
化
学
会
東
海
支
部
で
は
、
次

の
と
お
り
公
開
講
座
を
聞
き
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い

内
容
で
す
の
で
、

お

で
か
け
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料

で
す
。

と

き

・
:
十
月
二
十
日
刊
午
後
一
時

か
ら
同
五
時

と
ニ
ろ
:
・上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル

講

演
O
「
人
工
臓
器
入
門
」
(
国
立
循
環
器

病
セ
ン
タ
ー
)
梅
津
光
生
き
ん

O
「人
工
骨
、
人
工
歯
め
開
発
の
現
状

L
F品
付
金
車
内
防
賢
明
之
」
へ
古
小
ふ
E
E
7
v
草
幡
市
抑
制

章
さ
ん

O
「新
し
い
人
工
肺
の
開
発
に
つ
い
て
」

(
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
)
吉
原
敏
雄
さ
ん

映

画

:
・
「
人
工
内
臓
」

ー
長
野
大
学
公
開
講
座
H

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の入

門
」

長
野
大
学
公
開
講
座
事
務
局

宮
⑩
2
3
5
0

日
程
:
・
十
月
十
二
日

ω
1コ
ン
ビ

ュ
l
タ
の
概
要
、
十
月
十
九
日
出

H
H

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
十
月
二
十
六
日

ω
Hコ
ン
ピ

ュ
ー
タ
実
演
、
時
間
は
い
す
れ
も

午
後
二
時
か
ら
同
四
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・
長
野
大
学
会
館
第
一
集
会

室
受
付
期
間
:
・
十
月
一
日

ωか
ら
同
十

一
日
樹

定

員

・

:
四
十
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

受
講
料
・
・
・
無
料

申
込
方
法
・・
・長
野
大
学
公
開
講
座
事

務
局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

去
、
い

晶
、
爪
町
品
岨
・
畑
町
高
司
書
記

4
、
一
九
州
叫
ゆ
り

4
2
e
$
1
3

メL
寸

② ①回
船 大は
凍 型
イ 鮮
カ サ

ン

ニ マ
は
L、
三 特
盲 売
i¥ 
十
円



生鮮魚介の産地直送事業

今月から再開 EZ盟
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人
広

定期監査の結果公表
直久保田

中沢

ヒ111市民公委以

l司

定期監査の結果について(公表)

地方自治法第199条第 3項の規定に基づき、昭和60
年度の定期監査を下記のとおり執行したので、同条
第 8項の規定により、その結果を公表する 。

記

nJ土品

募
集
開
始
・
:
十
月
七
日
間
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
(
休
館
日
は
水
曜
日
)

受
講
料
・
・
無
料
(
た
だ
し
材
料
費
は

市民の皆さんに好評の生鮮魚介頬産地直送事業

を今月から再開します。

新 鮮 で、おいしい栄養たっ ぷ りの海産物を御家庭

の食卓へ低価格でお届けしま すので、どうぞ皆き

ん御利用 くださし、。扱つ品物、価格は消費者、 小

売居、却市場の代表の皆きんによ る産地直送事業

委員会で、決め、広報うえだ(毎月 1日号)、有線放

送、広報車などでお知らせします。

実施する月 ...60年 10月、 11月、61年 2月、 3月、

4月

。
一
人
工
臓
器
入
門
」
(
国
立
循
環
器

病
セ

ン
タ
ー
)
梅
津
光
生
き
ん

O

「人
工
骨
、
人
工
歯
の
開
発
の
現
状

と
将
来
の
展
望
」
へ
京
セ
ラ
}
藤
沢

申
込
方
法
・
・
・
長
野
大
学
公
開
講
座
事

務
局
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

去
、
い

。

そ
の
他
・
・
'
保
育
室
を
設
け
ま
す
。

産 直 デー

今
回
は
:

①

大

型

鮮

サ

ン

マ

特

売

②
船
凍
イ
カ

こ
は
い
三
百
八
十
円

③
赤
魚
ミ
リ
ン
か
す
漬
け

一
枚
百
五
十
円

い
ず
れ
も
特
価

取
り
扱
い
庖
:
・
市
内
産
直
協
力
庖

10月15日(火)

毎
月
十
五
日

鮮
魚
産
直
デ

l
協
力
居

第56回

監査実施期間
昭和60年 4月15日から昭和60年 8月23日まで

監査の範囲
昭和59年度における財務に関する事務処理の状

況、契約および工事の 執行状況など

3 監査の対象
社会部福 祉 課 ( 点 字 図 書 館 、 乳 児院、母子

寮、児童館)、社会課(母子健康セ
ンター、相染閤)、保育課(保育園
26園)、同和対策課、福祉事業セン
ター(西塩田、 中塩田 、川西各事業
所)、報思寮、高齢者福祉センタ一、
産院、 川西社会福祉センタ一、塩
田解放会館、城南解放会館、中央
解放会館
農林課、土地改良課、農村整備課
(農村環境改善センター)
管理課、土木課、都市計画課、下
水道課、建築課、建築指導課

交通対策局 交通対策課、国道バイパス課

水道 局 業務課、工務課、浄水管理事ー務所
農業委員会事務局

監査の結果
各所管における財務に関する事務は、おおむね

適正に処理されているものと認めた。

出先機関の出向監査については、泉田保育園、

ふたはイ呆育園、神川第一保育園、塩尻保育園、福

祉事業センター西塩田事業所、産院、乳児院を対

象に実施したが、その事務処理および施設の管理

は、おおむね適切であると認めた。工事現場監査

については、抽出により農政部関係 3か所、建設

部関係 7か所、水道局 2か所の工事を対象に実施

したが、いずれも設計書のとおり完成している こ

とを認めた。

なお、それぞれの監査箇所における細部の指摘 A

事項については、そのつど留意または改善を促し

た。今後とも行財政の運営に当たっては、その改

革に特段の意を用い、事務処理の効率 化と 経費の

節減を図り、多様化する行政に適切に対応し、い

っそうの成果を上げ‘られる よう望むも のである。

2 

音E

音E

政

設

農

建

4 

市

会員

田

委直

上
産

※
こ
の
旗
の
あ
る
産
直
協
力
屈
で

お
求
め
く
だ
き
い
。

〈生活環境謀生活係官⑫4100内線301>

社会保険出張相談日-

(10月〕
(第 1火曜日 1日
第 3火曜日 15日

会場・一松尾工業株式会社(川辺町)

(第 2火曜日 8日
第4火曜日 22日

会場・・・上回商工会議所(大手町)

0各会場とも午前10時~午後 3時
0お問い合わせ・・・上回商工会議所

F吋レ円p、品〆号、吋レ〆号、.v:"'吋レ〆ト、シ，.，..、~吋レ'ト、レ，.，..、&〆宅、吋レ〆ト、vト、レ♂ゎ、レ'ト吋レRト、νペト、v:-、&〆子、vτ、品〆可F
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